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ひかわ生協の現況（２０２3年5月１日現在）

ひかわ医療生活協同組合

第332号

８，734人
2億9，780万円
３4，097円

54班
３５5人
３，７69部

月号6 2023年

　

4
月
、新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
、

出
西
支
部
で
新
班
「
め
だ
か
班
」
と
「
木

曜
班
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。「
め
だ
か
班
」

は
琴
教
室
の
前
に
、「
木
曜
班
」
は
出
西

地
区
に
あ
る
山
の
整
備
活
動
後
の
時
間
を

活
用
し
て
始
ま
っ
た
班
会
で
す
。
血
圧
や

体
脂
肪
を
普
段
測
ら
な
い
方
も
「
こ
ん
な

に
体
脂
肪
が
あ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
！

運
動
せ
ん
と
い
け
ん
ね
」
と
自
分
の
身
体

の
状
態
に
気
づ
い
た
り
、「
自
分
は
血
圧
が

高
い
か
ら
○
○
を
食
べ
て
い
る
」
と
わ
い

わ
い
賑
や
か
に
話
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

班
会
を
き
っ
か
け
に
新
た
に
組
合
員
や
健

康
ひ
か
わ
の
配
布
を
す
る
生
協
委
員
さ
ん

も
増
え
、
新
た
な
仲
間
づ
く
り
に
も
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

出
西
支
部
で
は
今
年
度
の
重
点
課
題
と

し
て
「
班
会
活
動
の
活
性
化
」
を
掲
げ
、

新
班
誕
生
祝
い
金
な
ど
の
助
成
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
か
わ
医
療
生
協
全
体

と
し
て
も
、
近
場
へ
の
遠
足
班
会
（
年
1

回
送
迎
車
無
料
利
用
つ
き
）
の
準
備
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
基
本
的
な
感
染
対
策
を

し
な
が
ら
、
今
年
度
は
楽
し
く
集
う
機
会

を
つ
く
り
、
笑
顔
で
活
動
を
す
す
め
ま

し
ょ
う
。「
つ
な
が
り
づ
く
り
は
健
康
づ

く
り
」
み
な
さ
ん
も
ご
近
所
さ
ん
や
気
の

合
う
仲
間
と
班
会
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？　
　
　
（
地
域
活
動
部　

竹
内　

愛
実
）

 

　コロナで仕事がなくなり収入が減ったなど、経済的な理由で受診をた
めらっている方がおられましたらお気軽にご相
談ください。
　無料低額診療制度は、経済的理由により受診
できない方に対し、医療費の一部負担金の減額
や免除を行うものです。
　電話相談窓口　いのちの相談室

　 TEL：090-1875-4577

斐川生協病院では無料低額診療事業を行っています斐川生協病院では無料低額診療事業を行っています斐川生協病院では無料低額診療事業を行っています
　

第
50
回
通
常
総
代
会
開
催
の

　
　
　
　
　
　
　
　

お
し
ら
せ

　

 

日
時 

6
月
17
日
㈯　

１3
：
3０
〜

　

 

会
場 

ア
ク
テ
ィ
ひ
か
わ 

多
目
的
ホ
ー
ル

つながりづくりは健康づくり　新班ができましたつながりづくりは健康づくり　新班ができましたつながりづくりは健康づくり　新班ができました　
木曜班

めだか班
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健康づくり
①活動自粛の合間に切れない取り組みを継続
　班会、つながるマルシェや生協のGG大会等で健康チェックに積極的に取り組みました。けんこう広場は
計18回行い、延べ102人の参加がありました。久木では、仲良しのご近所同士が声をかけ合い新班がひとつ
できました。

②6か月間の健康だんだんチャレンジ
　ボーナスポイントシールをサービスする応援企画も新設し、楽しく取り組めるよう工夫し、大人113人、
子ども349人と、昨年比125％となり取り組みが広がりました。

③食の健康づくり
　感染予防の観点からは、思うような活動に広げにくい状況が続いていますが、健康づくり委員会でオーラ
ルフレイルのリモート研修会に参加し、子どもの頃からの口の健康の重要性を学びました。「すこしおレシ
ピ」募集は、視点を変えて、「我が家の味」でレシピを募集しました。

まちづくり
①つながりを絶やさない居場所づくり
　出東、荘原ではカフェを開催し、まちづくり委員会は「おちらとアートサロン」に初めて取り組み84人の
参加がありました。認知症カフェも継続しました。

②オンライン化
　10月から計5回のスマホ教室に取り組みました。好評につき、3月にも初級編へとレベルアップし継続しま
した。また、理事会や専門委員会、生協強化月間スタート集会でも、ハイブリット形式にしたり、班会で介
護事業所の紹介をLIVE配信したZoom見学会も行いました。

③多世代との交流を広げる「わくわくキッズルーム」
　昨年に続き「いもの植え付け」から「収穫」を５人
の子どもたちと一緒に取り組みました。「ニュース
ポーツで遊ぼう」では、子ども12人と保護者の参加
で楽しく交流できました。元気いっぱいの子どもたち
に、委員が優しくルール説明をしたり、保護者とも交
流することができ、新しい出会いができました。

④有償ボランティアつくしの取り組み
　新規利用者が24名増え、支援回数も昨年比120％の活動となりました。新しい支援者も17人増え、老老介
護生活支援チケットの利用も昨年比２８８でした。

⑤つながるマルシェやフードドライブの助け合いを広げました。
　計5回つながるマルシェに取組みました。筍掘りや「しょけめし」販売など工夫を重ねました。グリーン
コープの他、JAや富士通、島根銀行からも協力をいただき、「学用品バザー」には外国の方の来場もあるな
ど、助け合いのつながりが組合員の垣根を越えて広がってきています。

仲間ふやし
①「まめなか訪問」
　生協強化月間では職員との地域訪問を実施ししました。計12回、53人の
組合員さんを訪問し、困りごとを直接聞いてくらしの実態を学びました。
 ②目標達成
　仲間増やし314人、出資金ふやし3503.5万円と目標を達成しました。

平和・憲法・社会保障を守る
①ロシアのウクライナ侵攻に抗議
　デイサービスつむぎ前でのスタンディングを、年間を通じて行いました。
 ②平和のバトンinひかわ
　354人の参加で成功させました。8月6・9日に実施した「平和の鐘」では
斐川町内9つの寺院で鐘をつくことができました。
 ③介護保険の充実や憲法改正を許さない取り組み
　各種署名に積極的に取り組みました。オリジナルで製作した『憲法ポスト』は医福連や全日本民医連の全
国ニュースでも紹介されました。

人材育成
①全職員が民医連総会方針学習をすすめ65％の職員から感想が寄せられました。
②中途入職者を対象にした新入職員研修会を複数回に分けて行い、時間外に開催した3回は、有償助けあい
「つくし」に夕食づくりを依頼し、温かい食事をとってからの開催はたいへん好評でした。
③職責者は全３回の研修会を、会場を分散して開催して自己理解や面談手法などを学び、仕事を通じて成長す
ることを大切に職場運営に取り組んでいます。
④看護・介護の確保育成プロジェクトで学習会を計画的にすすめ、動画プログラムの視聴など新しい学習法も
取り入れながら、職場単位で専門職としての学びを深めました。

事業活動
①介護事業でも病棟でも大規模なクラスターが発生し、マニュアルの見直しやBCP（事業活動計画）の整備、
感染対策委員を中心に再度学習を進めました。
②クラスター発生により、病床稼働が一時落ち込み、介護事業とも連携を図りましたが、回復するのに３か月
を要しました。
③外来では積極的に新型コロナの検査や、発熱・体調不良者への対応をしました。ワクチン接種を行い、前年
128％上回る収益を確保しました。
④多職種が協力して、病棟の患者様への特別メニューの提案や在宅復帰に向けた支援、積極的なオンライン面
会など、一人ひとりの想いに寄り添った取り組みを行いました。
⑤社会保障制度の矛盾から経済的に困難を抱える利用者家族への対応策として、ひかわ生協独自の交通費減免
制度を創設しました。

2022年度活動のまとめ2022年度活動のまとめ2022年度活動のまとめダイジェスト版ダイジェスト版ダイジェスト版
～でかける、食べる、安心を結ぶ～
　　つながりを絶やさない工夫と身近な安心のネットワークづくりで、 だれもが健康にくらせる居心地のよいまちづくりにチャレンジします。
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健康づくり
①活動自粛の合間に切れない取り組みを継続
　班会、つながるマルシェや生協のGG大会等で健康チェックに積極的に取り組みました。けんこう広場は
計18回行い、延べ102人の参加がありました。久木では、仲良しのご近所同士が声をかけ合い新班がひとつ
できました。

②6か月間の健康だんだんチャレンジ
　ボーナスポイントシールをサービスする応援企画も新設し、楽しく取り組めるよう工夫し、大人113人、
子ども349人と、昨年比125％となり取り組みが広がりました。

③食の健康づくり
　感染予防の観点からは、思うような活動に広げにくい状況が続いていますが、健康づくり委員会でオーラ
ルフレイルのリモート研修会に参加し、子どもの頃からの口の健康の重要性を学びました。「すこしおレシ
ピ」募集は、視点を変えて、「我が家の味」でレシピを募集しました。

まちづくり
①つながりを絶やさない居場所づくり
　出東、荘原ではカフェを開催し、まちづくり委員会は「おちらとアートサロン」に初めて取り組み84人の
参加がありました。認知症カフェも継続しました。

②オンライン化
　10月から計5回のスマホ教室に取り組みました。好評につき、3月にも初級編へとレベルアップし継続しま
した。また、理事会や専門委員会、生協強化月間スタート集会でも、ハイブリット形式にしたり、班会で介
護事業所の紹介をLIVE配信したZoom見学会も行いました。

③多世代との交流を広げる「わくわくキッズルーム」
　昨年に続き「いもの植え付け」から「収穫」を５人
の子どもたちと一緒に取り組みました。「ニュース
ポーツで遊ぼう」では、子ども12人と保護者の参加
で楽しく交流できました。元気いっぱいの子どもたち
に、委員が優しくルール説明をしたり、保護者とも交
流することができ、新しい出会いができました。

④有償ボランティアつくしの取り組み
　新規利用者が24名増え、支援回数も昨年比120％の活動となりました。新しい支援者も17人増え、老老介
護生活支援チケットの利用も昨年比２８８でした。

⑤つながるマルシェやフードドライブの助け合いを広げました。
　計5回つながるマルシェに取組みました。筍掘りや「しょけめし」販売など工夫を重ねました。グリーン
コープの他、JAや富士通、島根銀行からも協力をいただき、「学用品バザー」には外国の方の来場もあるな
ど、助け合いのつながりが組合員の垣根を越えて広がってきています。

仲間ふやし
①「まめなか訪問」
　生協強化月間では職員との地域訪問を実施ししました。計12回、53人の
組合員さんを訪問し、困りごとを直接聞いてくらしの実態を学びました。
 ②目標達成
　仲間増やし314人、出資金ふやし3503.5万円と目標を達成しました。

平和・憲法・社会保障を守る
①ロシアのウクライナ侵攻に抗議
　デイサービスつむぎ前でのスタンディングを、年間を通じて行いました。
 ②平和のバトンinひかわ
　354人の参加で成功させました。8月6・9日に実施した「平和の鐘」では
斐川町内9つの寺院で鐘をつくことができました。
 ③介護保険の充実や憲法改正を許さない取り組み
　各種署名に積極的に取り組みました。オリジナルで製作した『憲法ポスト』は医福連や全日本民医連の全
国ニュースでも紹介されました。

人材育成
①全職員が民医連総会方針学習をすすめ65％の職員から感想が寄せられました。
②中途入職者を対象にした新入職員研修会を複数回に分けて行い、時間外に開催した3回は、有償助けあい
「つくし」に夕食づくりを依頼し、温かい食事をとってからの開催はたいへん好評でした。
③職責者は全３回の研修会を、会場を分散して開催して自己理解や面談手法などを学び、仕事を通じて成長す
ることを大切に職場運営に取り組んでいます。
④看護・介護の確保育成プロジェクトで学習会を計画的にすすめ、動画プログラムの視聴など新しい学習法も
取り入れながら、職場単位で専門職としての学びを深めました。

事業活動
①介護事業でも病棟でも大規模なクラスターが発生し、マニュアルの見直しやBCP（事業活動計画）の整備、
感染対策委員を中心に再度学習を進めました。
②クラスター発生により、病床稼働が一時落ち込み、介護事業とも連携を図りましたが、回復するのに３か月
を要しました。
③外来では積極的に新型コロナの検査や、発熱・体調不良者への対応をしました。ワクチン接種を行い、前年
128％上回る収益を確保しました。
④多職種が協力して、病棟の患者様への特別メニューの提案や在宅復帰に向けた支援、積極的なオンライン面
会など、一人ひとりの想いに寄り添った取り組みを行いました。
⑤社会保障制度の矛盾から経済的に困難を抱える利用者家族への対応策として、ひかわ生協独自の交通費減免
制度を創設しました。

2022年度活動のまとめ2022年度活動のまとめ2022年度活動のまとめダイジェスト版ダイジェスト版ダイジェスト版
～でかける、食べる、安心を結ぶ～
　　つながりを絶やさない工夫と身近な安心のネットワークづくりで、 だれもが健康にくらせる居心地のよいまちづくりにチャレンジします。
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①感染対策をしながら活動を再開し、つながりを絶やさない取り組みをすすめます。
②「健康だんだんチャレンジ」の継続。
③「楽しくつどう」ことでフレイル予防。笑いヨガ、ロングピロピロ、ニュースポーツ等を積極的に取り入れます。
④「すこしお」メニューを活かした料理教室で、美味しく食べる取り組み。

健康づくり

①有償ボランティアつくしの取り組みを重視しお困り事への支え合いを広げる。支援者同士の交流会を開催し、
支援の質を上げる。地域コーディネーターについても学びます。
②つながるマルシェによる組合員のたすけ合いを広げます。フードドライブは利用しやすい日に開催。相談窓口
の充実。フードロスなどSDGsにも取り組みます。
③オンラインにも強くなる組合員文化をつくる。インターネットの活用で孤立防止に取り組みます。
④わくわくキッズルームの継続。

まちづくり

①戦争する国づくりを許さない取り組みをすすめます。憲法学習、いのちとくらしを守る取り組みをすすめます。
②「平和のバトン」「平和の鐘」の取り組みを継承し、拡げます。
③軍拡による増税や社会保障費の削減に反対し、暮らしの充実を求めます。
④日本政府に核兵器禁止条約参加を求めるとともに、島根原発再稼働を許さない取り組みをすすめます。

平和・憲法・社会保障を守る

①健康づくりや平和活動、助けあいのまちづくりを通じて仲間ふやしにつなげます。
②職員との合同地域訪問「まめなか訪問」に取り組み、困りごとや要求を掴みます。
③バスハイクやカローリングも再開します。「遠足班会」で新班や仲間づくりに挑戦します。
④目標は仲間増やし300人、出資金ふやし2000万円とします。

仲間ふやし、担い手づくり

①新型コロナ感染症は、5月から５類に引き下げられますが、重症化リスクが高い患者、利用者が多数を占める
当生協は、引き続き感染対策を徹底する必要があります。
②感染対策にかかる補助金はカットされ経営困難が強いられます。全職員参加の経営で経営基盤を強化します。
③「断らない」「すぐ対応」「次につなぐ」を合言葉に経営改善をすすめます。総合力を最大限に発揮し、医療
と介護の一体化で必要利益を確保します。
④連携を一層強化し、稼働目標の達成と高い医療区分を維持します。多職種協働のチーム医療の実践、医療の質
の向上をめざします。
⑤年間通じて安定した事業運営をしていくこと、先を見越した営業活動で利用者を拡大し予算にこだわります。
⑥多職種協働で利用者とその家族のくらしを支えます。リハビリ技師が多様な場所で役割を発揮し、利用者の意
欲を高める取り組みを介護事業部全体に広げていきます。
⑦事例検討を通して、自分たちの実践に確信をもちます。個人目標面談を行い、職員ひとりひとりが成長していきます。
⑧2025年ビジョンに基づく中期経営計画（5ヵ年計画）をしっかりと論議し、長期的視野に立った経営をめざし
ます。全職員参加の経営を実現するために財務三表の全職員学習をすすめます。

事業活動

①理念学習に重点をおき、組合員を含めた多職種協働による職員育成をすすめ、全職員が民医連綱領やいのちの
章典を繰り返し学びます。
②情勢学習や憲法学習を通じて、自ら考え行動する職員を育成します。
③職責者の力量を上げ、職員一人ひとりが力を発揮し成長しあえる職場づくりをすすめます。
④個人目標に取り組むことで、職場での自分の役割や存在意義を知り、お互いに成長し、質の高いサービス提供
ができる職場づくりをすすめます。
⑤地域に出て、地域を知り、組合員とともに健康づくり・まちづくりが担える人づくりをすすめます。
⑥2025年ビジョンの実現をめざすとともに、ひかわ医療生協の2030年ビジョンづくりに向けた論議をスタート
します。
⑦「多様な人々がくらしを支え合うまちをつくる視点」「誰一人取り残さない公正な社会をつくる視点」「平和
で持続可能な世界をめざす視点」を大切にし人材育成をすすめます。

人材育成・中長期計画づくり

2023年度重点課題（案）2023年度重点課題（案）ダイジェスト版ダイジェスト版ダイジェスト版 2023年度重点課題（案）
～でかける、食べる、安心を結ぶ～
　楽しい活動でつながりを広げ、だれもが「健康」にくらせる居心地のよいまちづくりに挑戦します。

◆◆ 私たちを取 り巻く情勢 ◆◆
◆ふたたび戦争の時代にしないために
　私たちは今、「戦争か、平和か」の重大な岐路に立たされています。戦後、日本が他国の戦争に巻き込まれるこ
とはありませんでした。「戦争の放棄、戦力及び交戦権の否認」を謳った憲法9条こそが、最大の安全保障です。
今を「新しい戦前」にしないために、世界に誇る憲法9条をいかした平和外交をのぞみます。

◆大軍拡、大増税、原発回帰からくらしを守るために
　さまざまな価格高騰が続き、国民のくらしは危機的状況ともいえる厳しさで格差と貧困は広がるばかりです。に
もかかわらず、日本政府はアメリカの求めに従うように軍事費倍増を決め、その財源は社会保障費のさらなる減額
と大増税によるものです。

　また、東日本大震災から12年経過し、政府は老朽原発の運転期間を60年まで延長したり、新規原発建設などの
基本方針を決めました。福島第一原発事故によって、今もなお苦しんでいる人がいることを、私たちは決して忘れ
てはいけません。

◆コロナ禍と社会保障制度改悪からいのちと健康を守るために
　繰り返す感染の波の中で、感染者の自宅療養や施設への留め置き、入院受け入れ拒否など、受療権が奪われ、高齢者
の人権やいのちの尊厳にかかわる事態が相次ぎました。この3年の間に、医療や介護の環境は大きく様変わりしました。
　昨年10月には高齢者の医療費負担2割化が強行され、さらに介護保険の保険料アップや負担増、保険はずしもね
らわれています。本来あるべき、人権としての社会保障が実現されるよう、国のありかたの大転換をもとめます。
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①感染対策をしながら活動を再開し、つながりを絶やさない取り組みをすすめます。
②「健康だんだんチャレンジ」の継続。
③「楽しくつどう」ことでフレイル予防。笑いヨガ、ロングピロピロ、ニュースポーツ等を積極的に取り入れます。
④「すこしお」メニューを活かした料理教室で、美味しく食べる取り組み。

健康づくり

①有償ボランティアつくしの取り組みを重視しお困り事への支え合いを広げる。支援者同士の交流会を開催し、
支援の質を上げる。地域コーディネーターについても学びます。
②つながるマルシェによる組合員のたすけ合いを広げます。フードドライブは利用しやすい日に開催。相談窓口
の充実。フードロスなどSDGsにも取り組みます。
③オンラインにも強くなる組合員文化をつくる。インターネットの活用で孤立防止に取り組みます。
④わくわくキッズルームの継続。

まちづくり

①戦争する国づくりを許さない取り組みをすすめます。憲法学習、いのちとくらしを守る取り組みをすすめます。
②「平和のバトン」「平和の鐘」の取り組みを継承し、拡げます。
③軍拡による増税や社会保障費の削減に反対し、暮らしの充実を求めます。
④日本政府に核兵器禁止条約参加を求めるとともに、島根原発再稼働を許さない取り組みをすすめます。

平和・憲法・社会保障を守る

①健康づくりや平和活動、助けあいのまちづくりを通じて仲間ふやしにつなげます。
②職員との合同地域訪問「まめなか訪問」に取り組み、困りごとや要求を掴みます。
③バスハイクやカローリングも再開します。「遠足班会」で新班や仲間づくりに挑戦します。
④目標は仲間増やし300人、出資金ふやし2000万円とします。

仲間ふやし、担い手づくり

①新型コロナ感染症は、5月から５類に引き下げられますが、重症化リスクが高い患者、利用者が多数を占める
当生協は、引き続き感染対策を徹底する必要があります。
②感染対策にかかる補助金はカットされ経営困難が強いられます。全職員参加の経営で経営基盤を強化します。
③「断らない」「すぐ対応」「次につなぐ」を合言葉に経営改善をすすめます。総合力を最大限に発揮し、医療
と介護の一体化で必要利益を確保します。
④連携を一層強化し、稼働目標の達成と高い医療区分を維持します。多職種協働のチーム医療の実践、医療の質
の向上をめざします。
⑤年間通じて安定した事業運営をしていくこと、先を見越した営業活動で利用者を拡大し予算にこだわります。
⑥多職種協働で利用者とその家族のくらしを支えます。リハビリ技師が多様な場所で役割を発揮し、利用者の意
欲を高める取り組みを介護事業部全体に広げていきます。
⑦事例検討を通して、自分たちの実践に確信をもちます。個人目標面談を行い、職員ひとりひとりが成長していきます。
⑧2025年ビジョンに基づく中期経営計画（5ヵ年計画）をしっかりと論議し、長期的視野に立った経営をめざし
ます。全職員参加の経営を実現するために財務三表の全職員学習をすすめます。

事業活動

①理念学習に重点をおき、組合員を含めた多職種協働による職員育成をすすめ、全職員が民医連綱領やいのちの
章典を繰り返し学びます。
②情勢学習や憲法学習を通じて、自ら考え行動する職員を育成します。
③職責者の力量を上げ、職員一人ひとりが力を発揮し成長しあえる職場づくりをすすめます。
④個人目標に取り組むことで、職場での自分の役割や存在意義を知り、お互いに成長し、質の高いサービス提供
ができる職場づくりをすすめます。
⑤地域に出て、地域を知り、組合員とともに健康づくり・まちづくりが担える人づくりをすすめます。
⑥2025年ビジョンの実現をめざすとともに、ひかわ医療生協の2030年ビジョンづくりに向けた論議をスタート
します。
⑦「多様な人々がくらしを支え合うまちをつくる視点」「誰一人取り残さない公正な社会をつくる視点」「平和
で持続可能な世界をめざす視点」を大切にし人材育成をすすめます。

人材育成・中長期計画づくり

2023年度重点課題（案）2023年度重点課題（案）ダイジェスト版ダイジェスト版ダイジェスト版 2023年度重点課題（案）
～でかける、食べる、安心を結ぶ～
　楽しい活動でつながりを広げ、だれもが「健康」にくらせる居心地のよいまちづくりに挑戦します。

◆◆ 私たちを取 り巻く情勢 ◆◆
◆ふたたび戦争の時代にしないために
　私たちは今、「戦争か、平和か」の重大な岐路に立たされています。戦後、日本が他国の戦争に巻き込まれるこ
とはありませんでした。「戦争の放棄、戦力及び交戦権の否認」を謳った憲法9条こそが、最大の安全保障です。
今を「新しい戦前」にしないために、世界に誇る憲法9条をいかした平和外交をのぞみます。

◆大軍拡、大増税、原発回帰からくらしを守るために
　さまざまな価格高騰が続き、国民のくらしは危機的状況ともいえる厳しさで格差と貧困は広がるばかりです。に
もかかわらず、日本政府はアメリカの求めに従うように軍事費倍増を決め、その財源は社会保障費のさらなる減額
と大増税によるものです。

　また、東日本大震災から12年経過し、政府は老朽原発の運転期間を60年まで延長したり、新規原発建設などの
基本方針を決めました。福島第一原発事故によって、今もなお苦しんでいる人がいることを、私たちは決して忘れ
てはいけません。

◆コロナ禍と社会保障制度改悪からいのちと健康を守るために
　繰り返す感染の波の中で、感染者の自宅療養や施設への留め置き、入院受け入れ拒否など、受療権が奪われ、高齢者
の人権やいのちの尊厳にかかわる事態が相次ぎました。この3年の間に、医療や介護の環境は大きく様変わりしました。
　昨年10月には高齢者の医療費負担2割化が強行され、さらに介護保険の保険料アップや負担増、保険はずしもね
らわれています。本来あるべき、人権としての社会保障が実現されるよう、国のありかたの大転換をもとめます。
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深
津　

孝
雄

深
津　

陽
子

美
濃　

幸
子

山
根　

恵
美

山
根　

國
男

出
西
（
22
）

青
木　

英
子

青
木　

久
恵

飯
塚　

末
治

池
田　

幸
子

上
田　

覚

江
角　

隆
明

小
村　

寿
吉

陰
山　

敬
子

片
寄　

萬
吉

後
藤
富
士
雄

才
木　

麻
子

宍
戸
美
智
子

宍
戸　

洋
子

須
山　

昭
子

多
々
納　

進

玉
木　

陽
子

富
田　

美
子

仁
田　

勝
己

深
津　

史

升
元　

節
子

水　
　

静
子

山
田　

美
信

職
員
（
20
）

石
川　

純
子

大
林　

敏
信

川
上　

貴
子

熊
谷　

明
里

曽
田　

正
代

竹
内　

愛
実

土
江　

静
哉

土
田　

寿
絵

西
山　

亜
輝

原　
　

恵
美

原
田　

仁
美

春
木　

亮

福
田　

全
得

堀
西　

修

増
田　

恵
佳

森
脇　

拓
郎

山
﨑　

哲
平

米
山　

昌
宏

和
田　

麻
紀

渡
部　

未
香

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
：
中
村
宏
貴
事
務
局
長　
　

来
賓
：
島
根
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会 

事
務
局 

澤
江
照
明 

 

2023 年度～ 2024 年度 総代名簿  

　

伊
波
野
支
部
の
生
協
委
員
と
し
て
毎
月
、

組
合
員
さ
ん
の
様
子
を
う
か
が
い
な
が
ら
、

「
健
康
ひ
か
わ
」
を
13
部
手
配
り
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
一
人
で
暮
ら
す
方
が
増
え
、

配
布
時
の
見
守
り
が
一
層
重
要
に
な
る
だ
ろ

う
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
根
さ
ん
は
8
年
間
、
組
合
員
さ
ん
の
為

に
と
農
業
を
し
な
が
ら
懸
命
に
支
部
長
を
務

め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
交
代
さ

れ
ま
し
た
が
、「
で
き
る
こ
と
は
お
手
伝
い

す
る
よ
」
と
た
の
も
し
い
答
え
で
し
た
。

生
協
委
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

生
協
委
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

生
協
委
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

山
根　

國
男
さ
ん
（
伊
波
野
支
部
）

私たちがまってま～す！！
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各支部で総会が行われました各支部で総会が行われました各支部で総会が行われました

荘原支部　4月 20日　出雲空港ホテル　35名参加

伊波野支部　4月 25日　華満　15名参加

出東支部　4月 21日　出東コミセン　29名参加

久木支部　4月 27日　久木ふれあいプラザ　17名参加 出西支部　4月 28日　水源地記念館　7名参加

　総会では、2022年の活動の振り返りを行い、法人の2023年度の重点課題（案）をもとに、支部の活動計
画を討議しました。どの支部もバスハイクやカフェなど楽しい活動を再開したいと計画しています。

直江支部　4月 26日　組合員ルーム　11名参加
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グラウンドゴルフ大会グラウンドゴルフ大会グラウンドゴルフ大会
　各支部でグラウンドゴルフ大会が行われまし
た。
　直江支部、出西支部の大会には新入職員も参
加しました。

伊波野支部　4月 19日開催　21名参加

　

大
正
15
年
生
ま
れ
で
昭
和
、
平
成
、

そ
し
て
令
和
と
な
り
97
歳
で
す
。

膝
の
調
子
が
少
し
だ
け
悪
い
他
は
、

眼
も
耳
も
良
く
て
健
康
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
、
若
い

頃
は
、
野
球
の
荘
原
代
表
チ
ー
ム

の
選
手
と
し
て
大
活
躍
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
見
る
の
も
好
き
で
甲
子

園
に
高
校
野
球
、
プ
ロ
野
球
を
広

島
に
何
度
も
行
っ
て
応
援
さ
れ
ま

し
た
。
巨
人
軍
が
好
き
で
坂
本
勇

人
選
手
の
フ
ァ
ン
で
す
。

　

農
協
を
定
年
退
職
し
た
後
、
町

立
の
体
育
館
の
管
理
を
10
年
間
さ

れ
ま
し
た
。
有
名
な
選
手
と
の
出

会
い
が
楽
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
も
大
好
き
で
、

特
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
は
、

8
年
前
の
第
7
回
ひ
か
わ
生
協
の

大
会
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
県
の

代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
、
出
場

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
昭
和

58
年
、
法
務
省
の
委
嘱
を
受
け
、

保
護
司
と
し
て
非
行
に
は
し
っ
た

人
の
立
ち
直
り
サ
ポ
ー
ト
を
18
年

間
さ
れ
ま
し
た
。
何
も
か
も
良
い

思
い
出
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
は
週
2
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
歌
を
歌
い
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
親

切
で
優
し
い
若
い
職
員
さ
ん
と
お

話
を
す
る
の
が
一
番
の
楽
し
み
で
、

そ
の
日
が
待
ち
遠
し
い
そ
う
で
す
。

　
「
多
く
の
人
と
出
会
い
、
お
世
話

に
な
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
膝
を

治
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

楽
し
み
た
い
で
す
。
人
生
1
0
0

年
時
代
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
を
目

標
に
し
て
楽
し
く
生
き
て
い
ま
す
」

と
、
満
面
の
笑
顔
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
委
員
会
）

「皆さんに感謝しながら、人生100年時代を楽しく生きています」

ズーム　アップズーム　アップ
　
今
岡  

弘
吉
さ
ん 

97
歳
（
荘
原
）

お知らせ
　2年に 1回発行している出資金残高通知書を 2023
年 7月に発行します。

お詫び
　以前は出資金残高通知を毎年発行しておりました
が、現在 2年に 1回の発行とさせていただいており
ます。

残高通知お知らせ

久木支部　4月 12日開催　33名参加

直江支部　4月 4日開催　34名参加

出西支部　4月 4日開催　63名参加
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班　　名
嬉し班
元気一番
おちらと
木曜
なでしこ
こいのぼり
はなみずき
さくら＆あかね
めだか
えびす
正興
すいせん
やよい
ひふみ
星田のお家
菜の花
西本町
スイートピー
こだま

開催月日
4 月 1日
4月 3日
4月 3日
4月 6日
4月 6日
4月 5日
4月 8日
4月 10日
4月 12日
4月 12日
4月 13日
4月 14日
4月 14日
4月 10日
4月 18日
4月 20日
4月 20日
4月 20日
4月 27日

テーマ内容
ニュースポーツ（モルック）
花見
すこしおレシピ紹介
ひかわ医療生協、班会について
花見
年間計画
ウォーキング
健康体操、ニュースポーツ（ペタンク）
ひかわ医療生協、班会について
握力・足指力
花見
健康づくり学会前夜祭へ参加
花見
神経衰弱　出雲弁かるた
介護事業オンライン見学
ニュースポーツ（バッゴー）
ニュースポーツ（ペタンク）
年間計画
斐川公園で花見

4月班会一覧
参加人数
5
6
7
7
6
5
4
5
4
10
6
5
7
3
5
5
7
3
6

支部
出西
出東
荘原
出西
久木
荘原
直江
直江
出西
荘原
久木
出西
出西
伊波野
出西
久木
直江
出東
荘原

ク）

て

ク）
て

加

た
学
ー）
ク）

参加
5
6
7
7
6
5
4
5
4
100
6
5
7
3
5
5
7
3
6

伊波野　ひふみ班
神経衰弱と出雲弁かるた

感染予防しながら、つながり・健康づくり

班会・健康ひろば
感染予防しながら、つながり・健康づくり

班会・健康ひろば
感染予防しながら、つながり・健康づくり

班会・健康ひろば

班 名開催月日 テ マ内容

4月班会一覧
支部 参加

6月の予定
6月 6 日　ひかわ医療生協グラウンドゴルフ大会
　　　　　（予備10日）
6月15日　出雲医療生協・ひかわ医療生協
　　　　　　合同ゲートボール大会（出雲ドーム）
　　　　　久木ほっこりカフェ（脳トレ）
　　　　　　久木コミセン
6月17日　第50回通常総代会　13：30～

けんこう広場
6月 5 日　神守街区公園　9：30～
6月 8 日　和泉街区公園　14：00
6月19日　神守街区公園　9：30～
　

加人数加人数
6月の予定

出西　嬉し班
モルック直江　はなみずき班

ウォーキング

久木　菜の花班　
ニュースポーツ
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青じそ天かすご飯
すこしおクッキングすこしおクッキング

材料（4人分）　塩分量0.5ｇ

作り方

●青じそ ………………… 10枚
●レモン汁…………………少々
●ご飯………………茶碗４杯分
●天かす……………………40g
●豆板醤 ………………小さじ1
●ごま油……………大さじ1/2
●醤油 …………………小さじ1

①青じそを5㎜角に切る。豆板醤、ごま油、
醤油を混ぜ合わせて青じそをあえる。
②ご飯に①、天かす、レモン汁を加えて
混ぜる。

（
4
月
号
の
応
募
ハ
ガ
キ
か
ら
）

●
青
木　

鶴
美
さ
ん

　

今
、
菜
の
花
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

朝
夕
の
愛
犬
の
散
歩
が
て
ら
愛
で
て
い

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
一
日
の
気
分
が

と
て
も
良
い
気
が
し
ま
す
。

●
葛
西　

智
子
さ
ん

　

こ
の
間
、
義
姉
と
花
見
に
玉
造
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
前
に
東
出
雲

の
ラ
ー
メ
ン
屋
で
お
腹
を
満
た
し
て
か

ら
温
泉
街
を
歩
き
な
が
ら
桜
の
花
を
見

て
回
り
ま
し
た
。
花
も
団
子
も
心
も
満

た
し
た
一
日
で
し
た
。

●
勝
部　

啓
子
さ
ん

　

3
月
末
の
晴
天
に
伊
波
野
の
菜
の
花

五
右
衛
門
川
土
手
と
斐
川
公
園
の
桜
を

見
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
花
は
き
れ
い
で

す
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
の
で
、
露

店
が
あ
る
と
う
れ
し
い
で
す
が
、
な
い

の
も
い
い
で
す
ね
。

●
黒
田　

福
子
さ
ん

　

斐
川
西
中
北
側
土
手
の
桜
並
木
見
事

で
し
た
。
春
休
み
に
な
っ
た
孫
と
一
緒

に
お
弁
当
を
作
り
、
桜
の
下
で
食
べ
た

お
に
ぎ
り
は
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。

●
高
木　

真
弓
さ
ん

　

今
年
の
桜
は
天
気
続
き
に
恵
ま
れ
て

か
な
り
長
持
ち
し
て
い
ま
し
た
ね
。
通

勤
途
中
に
毎
日
眺
め
、
幸
せ
な
気
持
ち

で
朝
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
た
だ
、
世
界
の
何
処
か
で
は

紛
争
が
起
き
て
い
る
と
思
う
と
胸
が
痛

い
…
一
刻
も
早
く
世
界
に
平
和
が
訪
れ

る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

●
錦
織　

成
也
さ
ん

　

秋
に
掘
る
楽
し
み
を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
大
好
き
な
長
芋
の
植
付
け
準
備
を

し
ま
し
た
。
い
い
芋
が
出
来
る
と
い
い

な
ー
。

●
樋
野　

京
子
さ
ん

　

私
は
た
ま
に
病
院
の
眼
科
に
行
き
ま

す
が
、
皆
さ
ん
親
切
で
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
年
を
取
っ
た
者
に
は
、

何
に
も
か
え
ら
れ
な
い
幸
せ
を
感
じ
ま

す
。

●
山
崎　

冨
美
子
さ
ん

　

4
月
2
日
に
3
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

た
孫
が
団
子
の
歌
を
歌
っ
て
い
て
、「
み

た
ら
し
団
子
・
三
色
団
子
・
ゴ
マ
だ
れ

団
子
・
飴
団
子
、
草
団
子
」
と
、
団
子

の
種
類
を
発
し
て
い
る
の
に
感
心
し
ま

し
た
。
松
江
の
某
団
子
屋
さ
ん
に
連
れ

て
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

読者のひろば・文芸コーナーへのみなさまの投稿を
お待ちしております。

読
者
の

　

ひ
ろ
ば

読
者
の

　

ひ
ろ
ば

読
者
の

　

ひ
ろ
ば

クイズの答えやお便りなど、簡単にメールで
送れるようＱＲコードを掲載します。
ご活用ください。

で露い事緒たたて通ち

文芸コーナー文芸コーナー

Ａ
Ｉ
と
　
人
間
頭
脳
　
知
恵
比
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
森　

武
夫
さ
ん

手
の
届
く
　
位
置
に
　
諸
々
並
べ
置
き

　
　
部
屋
に
な
れ
ば
　
心
安
ら
ぐ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
瀬　

良
子
さ
ん

散
り
桜
　
狛
犬
背
中
に
　
降
り
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
岡　

清
さ
ん

絵手紙

矢田　信美さん



2022年度第11回定例理事会報告 日　時：2023年4月28日（金）
出席者：理事総数21名中20名出席　1名欠席　監事総数3名全員出席

　

ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
に
ク

イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
ひ
か
わ
生
協
に
対

す
る
ご
意
見
、
地
域
や
ご
家
庭
で
の

話
題
な
ど
を
記
入
し
て
ご
応
募
下
さ

い
。
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
は
読
者

の
ひ
ろ
ば
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く

事
が
あ
り
ま
す
。
パ
ズ
ル
の
当
選
者

に
つ
い
て
は
氏
名
で
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◆
宛　

先

　

〒
６
９
９
｜
０
６
３
１

　

出
雲
市
斐
川
町
直
江
４
８
８
３
番
地
１

　

ひ
か
わ
医
療
生
協

　
　

健
康
ひ
か
わ　

編
集
委
員
会

　

Ｆ
Ａ
Ｘ：０
８
５
３（
25
）７
８
８
８

　

Ｅ
メ
ー
ル：sosiki@

hikaw
a-hp.com

◆
し
め
き
り

　

2
0
2
3
年
6
月
30
日（
金
）必
着

◆
賞　

品

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
10
名

　

の
方
に
図
書
カ
ー
ド
５
０
０
円
分

　

を
お
送
り
し
ま
す
。

◆
4
月
号
の
正
解

　

正
解
は
、「
ハ
ナ
ヨ
リ
ダ
ン
ゴ
」
で

　

し
た
。

◆
4
月
号
パ
ズ
ル
の
当
選
者

　

①
廬
原　

美
鈴
さ
ん
（
中　

洲
）

　

②
葛
西　

智
子
さ
ん
（
神　

氷
）

　

③
北
村　

良
一
さ
ん
（
今
在
家
）

　

④
黒
田　

幸
子
さ
ん
（
中　

洲
）

　

⑤
黒
田　

福
子
さ
ん
（
直　

江
）

　

⑥
久
野　

博　

さ
ん
（
今
在
家
）

　

⑦
瀬
崎　

善
夫
さ
ん
（
福　

富
）

　

⑧
野
々
村
ク
ニ
エ
さ
ん
（
直　

江
）

　

⑨
福
田　

健
良
さ
ん
（
松
江
市
）

　

⑩
矢
田　

信
美
さ
ん
（
塩
冶
有
原
町
）

　

正
解
は
39
通
で
し
た
。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
論
議
す
る
よ
り
も
証
拠
を
示
す
こ
と
で
物

事
が
は
っ
き
り
す
る
こ
と
。「
○
○
○
○
証

拠
」

②
際
限
な
く
交
互
に
繰
り
返
す
無
益
な
こ
と
。

④
将
棋
で
歩
が
、成
っ
て
金
の
働
き
を
す
る
。

歩
の
裏
に「
と
」と
、記
し
て
あ
る
の
で
○

○
○
と
言
う
。

⑤
漁
船
を
持
ち
多
く
の
漁
師
を
雇
っ
て
漁
業

を
営
む
も
の
。「
○
○
元
」

⑦
踊
ら
ん
ば
か
り
に
喜
び
が
溢
れ
る
。「
○
○

○
○
し
て
喜
ぶ
」

⑧
短
期
入
院
の
健
康
診
断
の
こ
と
。「
人
間
○

○
○
」

⑫
元
気
が
あ
れ
ば
何
で
も
出
来
る
。闘
魂
注

入
ビ
ン
タ
。「
燃
え
る
闘
魂
。故

:

ア
ン
ト

ニ
オ
・
○
○
○
」

⑭
戒
名
な
ど
の
お
礼
に
僧
侶
に
渡
す
金
銭
。

「
お
札
を
同
じ
方
向
に
入
れ
て
金
封
を
開

け
た
時
、肖
像
画
の
人
物
が
見
え
る
様
に

す
る
、○
○
○
」

⑮
多
く
重
な
る
こ
と
。「
見
物
人
が
○
○
、二

十
重
と
、取
り
囲
む
」

⑯
外
国
人
に
人
気
の
、代
表
的
な
日
本
食
。　

「
１
位
○
○
、２
位
焼
肉
、３
位
ラ
ー
メ
ン
…
」

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
年
を
取
り
衰
え
て
い
る
者
が
、気
合
い
を

入
れ
、力
を
奮
い
起
こ
す
こ
と
。「
○
○
骨

に
鞭
打
っ
て
頑
張
る
」

③
身
近
な
12
種
の
動
物
を
当
て
は
め
た
も
の
。

「
今
年
の
○
○
は
ウ
サ
ギ
で
す
」

⑤
尾
崎
紅
葉
の
小
説
、金
色
夜
叉
で
貫
一
と

お
宮
が
二
人
で
散
歩
し
た
。「
○
○
○
の
海

岸
」

⑥
本
筋
か
ら
は
、話
が
ず
れ
て
い
る
。「
議
論

が
○
○
○
○
に
、そ
れ
て
い
る
」

⑧
絶
大
な
権
力
を
振
る
う
人
。「
あ
の
人
が
政

界
の
○
○
」

⑨
ブ
ラ
ジ
ル
国
、リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
有

名
な
お
祭
り
。「
○
○
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」

⑩
仲
の
悪
い
者
同
士
が
一
緒
に
い
て
、お
互

い
が
同
じ
こ
と
で
困
っ
た
時
は
助
け
合
う
。

「
○
○
○
同
舟
」

⑪
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
、首
都
ベ
ル
リ
ン
、漢

字
で
、独
と
表
記
す
る
。

⑬
共
通
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
。全
国
６
万
の
店

で
使
用
可
能「
○
○
カ
ー
ド
」

⑮
他
の
物
は
移
し
て
、こ
れ
は
そ
の
ま
ま
置

い
て
お
く
。

⑰
昔
か
ら
長
く
続
い
て
い
る
、信
用
の
あ
る

有
名
な
店
。

クロスワードを解き、2
重マスの文字をＡからＥ
までアルファベット順に
並べると答えが出ます。

D

C

B ④

⑨

⑫ ⑬⑪

⑧

E

⑥

⑤

⑦

⑩

② ③

⑭

⑮ ⑯

⑰

①

A

せいき
ょう

せいき
ょう

パ
ズ
ル

パ
ズ
ル

パ
ズ
ル

Ａ

Ｂ

Ｃ

答
え
の
ヒ
ン
ト

　

田
植
え
が
終
わ
り
農
作
業
が
一
段
落
し
た

後
、
6
月
に
旅
行
や
慰
労
会
な
ど
を
楽
し

む
こ
と
。

D

≪１≫2022年度3月度決算予測と2022年度の仮決算
　3月単月の経営結果について
　　収益は、予算を上回る約200,000千円、予算差3,000千円
となる見込みです。収益では、病院は予算を約5,600千円上回
りましたが、介護事業全体で予算を約8,000千円下回り、ま
た、支出では、診療材料費、医薬品費、人件費、物件費とも予
算を下回ったため、経常利益は、予算を上回る19,000千円、
予算差10,000千円となる見込みです。

　2022年度の仮決算について
　　収益は、予算を35,000千円上回る1,867,000千円となる
見込みです。支出では、診療材料費が予算を20,000千円上回
り、人件費は予算を12,700千円上回り、減価償却、物件費と
も予算を上回ったため、経常利益は、予算を2,300千円下回る
45,000千円程度となる見込みです。病院は、コロナ陽性者等
への対応による加算やコロナワクチン収入、により日当円が上
がったことが要因です。一方、介護事業部では、チューリップ

　のコロナ自宅療養者の健康観察収入が12,000千円ありました
が、高齢者住宅でのコロナ対応による休業や業務縮小が大きく
影響し予算を下回る結果となりました。
　　コロナ関連等の補助金収入が36,000千円あり、税引前当期
利益剰余金は、78,000千円32,000千円となる見込みです。

≪2≫専務理事代行について（期間4月～5月）
　　　有藤小百合常務を任命
≪3≫2023年度春闘統一要求および単組要求に関する回答につ
　　いて
≪4≫人事案件
　　土江静哉つむぎ課長を５月１日付けで通所介護所長に任命する。
≪5≫2022年度第11回管理会議からの報告と検討事項
≪6≫2022年度第10回組合員活動委員会からの報告と検討事項
≪7≫ハラスメント防止策について

　　　　　　　　　　　　　次回　　5月29日（月）　19：00

E

D

C

B

G

FE

A
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ナ カ イ ツ ゴ
ノ ワ カ ヅ ク リ
ハ イ タ ツ サ オ
ナ イ ロ ハ シ
ナ タ ク リ

ヨ リ ゴ マ ス リ
ミ ダ サ イ ン



村田　幸治

金森　　隆

長野奈津子

金森美智子

村田　幸治

金森　　隆

景山　省次

金森美智子

島根大学医師

金森　　隆

村田　幸治

金森美智子

村田　幸治

金森　　隆

景山　省次

金森美智子

内科
　　

眼　　科

整形外科

福田　貴好

平　　仁司

金森　　隆

金森美智子

福田　貴好

村田　幸治

金森美智子

内科
　　

眼　　科

金森　　隆

景山　省次

金森美智子

午前診療 月 火 水 木 金

午後診療

【夕方受付時間】午後 4：30～ 6：30　（診察開始は午後 5：00～）

※都合により急な診療体制の変更もあります。ご了承ください。

【午前受付時間】午前 8：30～ 11：30（診察開始は午前 9：00～）

月 火 水 木 金

土（1・3）

斐川生協病院外来診療のご案内 ☎（0853）72-0321

   
◆斐川生協病院健診センター   
◆ひかわ医療生協　地域活動部   
◆ひかわ生協指定居宅介護支援事業所
◆訪問看護ステーション「チューリップ」
◆平田サテライト
◆訪問リハビリテーション「ゆぃ」   
◆ヘルパーステーション「あおぞら」 
◆定期巡回随時対応型訪問介護看護事業所「かざぐるま」
◆看護小規模多機能事業所「みなみ」
◆みなみサテライト「れもん」
◆みなみサテライト「とまと」  
◆デイサービス「きずな」
◆デイサービス「つむぎ」   
◆デイサービス「ふらみんご」   
◆サービス付高齢者住宅「あっとホームひかわ」
◆住宅型有料老人ホーム「あっとホームさふらん」

毎月保険証を
提示ください。

休日・時間外の診療は当直医師対応になります。

新型コロナワクチン
のオンライン予約は
　　　こちらから→

電話（0853）73-7140  
電話（0853）72-4577　FAX（0853）25-7888 
電話（0853）72-2407　FAX（0853）72-2417
電話（0853）72-7532　FAX（0853）72-7534 
電話（0853）63-5166　FAX（0853）63-5177 
電話（0853）73-8708　FAX（0853）72-7534
電話（0853）73-3555　FAX（0853）72-7534
電話（080）2890-4511　FAX（0853）72-7534 
電話（0853）73-8705　FAX（0853）72-7534 
電話（0853）25-7280　FAX（0853）25-7280 
電話（0853）25-9083　FAX（0853）25-9083
電話（0853）72-0373　FAX（0853）72-8933 
電話（0853）31-4760　FAX（0853）31-4760
電話（0853）72-0353　FAX（0853）72-0322 
電話（0853）72-9930　FAX（0853）72-7534
電話（0853）72-7760　FAX（0853）72-7534  

日曜・祝日・第 2・4・5土曜日は休診です

そ
の
他
事
業
所

　

1診

2診

3診

1診

2診

月・水・金
1 便：阿宮、伊波野、出西、久木、直江
2便：出東、荘原

火・木・第 1土・第 3土
1 便：出東、荘原
2便：伊波野、出西、久木、直江

注意事項
●送迎は自宅から病院の往復です。
●お迎えは送迎員が自宅までお伺いします。
●お迎えの時間はその日の人数により異なります。
●送迎バスの乗り降りに介助が必要な方はご遠慮ください。
　ご不明な点などございましたら、お問い合わせください。

外来受診時の送迎バスのご案内
斐川生協病院を受診する方の為に無料の送迎バスを運行して
います。組合員であればどなたでもご利用いただけます。

予約方法　前日午後 5時までにご連絡ください。
　　　　　お名前、電話番号、住所をお伝えください。

コ
ー
ス

予約・お問合せ番号　0853-72-0321
　

時
代
お
く
れ
の
人
生
。

　

携
帯
電
話
は
夫
が
入
院
し
た
時
「
必
ず
持
つ
よ
う

に
」と
言
わ
れ
仕
方
無
く
。
自
動
車
も
持
っ
て
い
な
い
。

　

息
子
二
人
を
生
ん
で
育
て
家
一
軒
た
て
た
。
そ
れ

だ
け
。
二
人
の
息
子
の
嫁
は
上
出
来
。
孫
、
ひ
孫
の

顔
も
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

世
の
中
か
ら
「
デ
ジ
タ
ル
難
民
」
と
言
わ
れ
て
も
。

一
歩
一
歩
自
分
の
歩
幅
で
歩
い
て
行
こ
う
。
だ
が
、

こ
れ
だ
け
は
声
を
大
に
し
て
言
う
。

　
「
戦
後
の
苦
し
さ
は
、
二
度
と
い
や
だ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
委
員
会
）
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発熱やせきの症状がある方は、まず、お電話で相談ください。

組合員の転居および氏名の変更、亡くなられた場合 72-4577までご連絡ください。


